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On the Present Conditions of Machiyas in the Central City Area of Yatsushiro-shi 
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A purpose of this paper is to clarify the present conditions of the town house called machiya left in the old townspeople’s 
district in the central city area of Yatsushiro-shi. There are 986 buildings. This paper makes clear that about 37% of buildings do a 
form of machiya among all these buildings. People have the impression that there are few traditional buildings. One of the 
reasons is because the facades of about 27% of all machiyas were repaired. 
We study one of those machiyas with a measurement survey and a hearing survey. Based on the result, we make the restoration 
drawing of the machiya of the begining of the Showa era and report the architectural characteristics. We will think that we can 
clarify a characteristic of the machiya of the central city area of Yatsushiro-shi by investigating other machiyas in future. 
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工町・新町・二之町・宮之町・出町の旧 14 ヶ町＊8 とする．
松井時代後期の町絵図を図 1，旧町内別の調査範囲を図 2 に 
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図 2 松井時代の旧町人地（調査範囲） 
 
 










































調査日は平成 25 年 9 月 18 日， 26 日，10 月 18 日，平成
26 年 8 月 13 日，9 月 5 日，7 日，9 日，平成 27 年 1 月 29
日，31 日である． 











 「町家」の建物形状は，図 4 からも把握できるように切
妻平入である．これらのことから上記のように定義する次
第である． 
ただし，図 5 のような土蔵造住宅や図 6 のような寄棟造 
 











図 5 中嶋町の土蔵造町家 (平成 25 年 9 月 26 日撮影) 
 
 








 総調査軒数 986 軒を対象に，階数別，構造別，屋根形状
別の各調査項目の結果を表 1に示す．  
 
表 1 八代中心市街地の全建造物における町家の割合 
 分類 軒数 比率(%) 町家軒数 町家比率(%) 
階数別
 
1 階 166 16.84 51 14.05 
2 階 626 63.49 283 77.96 
厨子 2 階 28 2.84 25 6.89 
3 階 117 11.87 4 1.10 
4 階以上 49 4.97 0 0 
構造別
 
木造 432 43.81 255 70.25 
混構造 18 1.83 9 2.48 
木造看板 126 12.78 99 27.27 
非木造 410 41.58 0 0 
屋根形状別
 
切妻平入 407 41.28 363 100 
切妻妻入 179 18.15 0 0 
寄棟 57 5.78 0 0 
片流れ 14 1.42 0 0 
入母屋 17 1.72 0 0 
フラット 312 31.64 0 0 
計 986 － 363 36.82 
 






本稿で定義した町家は 363 軒，全体の約 36.8％となった．
一見しただけでは町家がほとんど残されていない印象であ
るが，多くが町家の形態を継承していることが分かる． 
町家の分布状況を図 7 で示す．この図で確認したところ，  
 
図 7 町家の分布の状況 
 
 
図 8 構造別の分布の状況 
 
 
図 9 新町の軒切りされた町家（平成 27 年 3 月 25 日撮影） 
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図 7 町家の分布の状況 
 
 
図 8 構造別の分布の状況 
 
 






































また町家の内，最も多い階数は 2 階建の約 78％であった






 図 11～14 は中嶋町の平岡邸である．前述の福永知宏氏の
研究において調査されているが，今回，あらためて現状を
実測する機会（平成 25 年 9 月 29 日，平成 26 年 4 月 18 日，











図 14 平岡邸実測 1 階平面図 
 




廊下」（呼称）＊15 であった B 室を座敷の前室に相当すると
考え併せると，通り庭三列三室型の町家だったことが分か
る． 




図 12 平岡邸通り庭 
（平成 25 年 9 月 29 日撮影） 
図 13 平岡邸座敷 
（平成 25 年 9 月 29 日撮影）
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図 15 塗屋造町家     図 16 煉瓦造境界壁 
（平成 18 年 2 月 4 日撮影） （平成 27 年 3 月 25 日撮影） 
 
 
図 17 出格子の町家（平成 27 年 1 月 9 日撮影） 
 
図 18 Y 邸中庭（平成 26 年 10 月 10 日撮影） 
 

















築化している 1 軒，Y 邸の実測調査，ヒアリング調査を平






























引っ越して間もなく，表棟 2 階を鉄骨で持ち上げる．図 4
の通りの左側で一段と高い屋根が Y 邸であり，この時には 
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引っ越して間もなく，表棟 2 階を鉄骨で持ち上げる．図 4






























で，本来は座敷飾りの付く 2 階オモテノマだったようだ． 
 隣の「八代の町屋」にも同様に 2 階オモテノマがあり，




した奥の 2 階部分が現存している． 
表の 1 階は現在も貸店舗であり，大きく改修されている． 




実測結果を図 20 に示す．  
今回は，奥棟 1 階の A 室・B 室・C 室・D 室と，2 階の E
室・F 室，表棟 2 階の G 室・H 室を実測した．表棟 1 階に
ついては通り庭のみ実測を行い，貸店舗となっている内部
諸室の実測は行っていない． 
奥棟の 1 階は，仏間の A 室が 4 畳の畳敷き，応接空間と
して利用されている B 室は側板，床の間付きの 6 畳の畳敷
きである．C 室はキッチンで，他室より 21.5cm 上がってい
る．D 室は玄関ホールである． 




















図 21 奥棟 2 階ベランダより東側隣家の窓を見る 
（平成 26 年 10 月 10 日撮影） 
 
 
図 22 Y 邸と西側隣家の屋根 




 表棟は，1 階通り庭に，2 階を持ち上げている鉄骨柱が並
ぶ．これにより隣家よりも屋根が高くなっている（図 22）． 
表棟 2 階は，G 室と H 室，キッチン，納戸から構成され
ている．G 室は 6 畳の畳敷きで，英会話塾の教室として使 
図 20 Y 邸実測平面図（上：1 階，下：2 階） 
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 各室のモデュールを確認すると，奥棟 A・B 室は桁行・梁
間方向ともに内法約 6.3 尺である．D 室の桁行方向は B 室と
一致するため内法約6.3尺だが，梁間方向はC室と同様，芯々
約 6.3 尺である． 
2 階の A・B 室直上の E 室も桁行・梁間ともに内法約 6.3
尺である．仮住まいとして増築された F 室は桁行・梁間と
もに芯々6.3 尺である． 
A・B・E 室は，京間・畳割りと判断できるが，奥棟 1 階
の当該部分が改修以前の建物に従って改築されたことに起
因すると考えられる． 
表棟 2 階 H 室は減築などの影響か判別が難しいが，G 室





















のみ着目して，4 畳半と 6 畳に変更して再配置した．すると
2 階 G 室の柱位置に合致し，その直下に両室が配置される．






















奥棟の「小屋」は現在の A 室・B 室の位置にあり，現状
は当初の基礎を活用したものであること，当初は平屋であ
ったことから，現状の実測結果を反映し，かつ階段を省い
た．また B 室側には玄関ドマ，A 室側に縁側が付属し，縁
側には障子が立てられていた．この「小屋」の西側の掃き 
図 24  Y 邸復原 1 階平面図 
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（平成 27 年 9 月 25 日受付） 
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